
 

 

令和８年度 ほっかいどう孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム会議 議事録 

 

日時：令和８年（2026 年）７月 14 日（火） 

13 時 30 分～15 時 30 分  

場所：かでる２・７ 310 会議室、オンライン（Ｚｏｏｍ） 

 

１ 開会 

（司会） 

 それではお時間になりましたので、ただいまから、令和８年度ほっかいどう孤独・

孤立対策官民連携プラットフォーム会議を開催いたします。私は司会の北海道保健福

祉部地域福祉課の志津と申します。よろしくお願いいたします。 

 本日、会場は 20 団体、Ｗｅｂは 98 団体にご参加いただいております。 

まずは、資料の確認をいたします。お手元の資料をご覧ください。 

 順番に、次第、配席図、出席者名簿、資料１～６となっており、参考にプラットフ

ォームの設置要領がありますのでご確認ください。会場参加の方で資料の足りない方

はいらっしゃいますか。 

 Ｗｅｂ参加の皆様には、メールにて資料を送付しておりますが、当課の HP にも掲載

しておりますのでお知らせします。 

 それでは、これ以降の進行につきましては、設置要綱に基づき、座長であります福

祉局長の片山が務めます。 

  

（福祉局長） 

 皆様こんにちは。北海道庁保健福祉部福祉局長の片山でございます。 

 座ったままで失礼いたします。 

皆様におかれましては、お忙しい中ご参加いただきましてありがとうございます。 

  孤独・孤立対策については、皆様ご承知のとおり、令和６年４月に法律が施行され、

「孤独・孤立に関する施策を策定・実施すること」が自治体の責務として定められて

いるところです。本プラットフォームは、孤独・孤立の問題に関わる多様な活動をさ

れている皆様が情報共有や連携を行い支援を広げていくことを目的として、令和５年

10月、法律の制定に先駆けて設置したものであり、今回で４回目の開催となります。 

道では、平成24年に道内の孤独死事案が相次いだことを受け、各自治体や電気・ガ

ス等のライフライン事業者、新聞や郵便の事業者の方々で構成します「地域での見守

り活動連携会議」を元々、設置していたところですが、法律の制定や社会情勢の変化

に応じまして孤独・孤立対策として総合的に取り組むため、本会議と統合したという

経緯があります。 

  道としては、人口減少や地域のつながりの希薄化、介護保険の見直しや社会福祉法

の改正、また、様々な国の審議会などで、頼れる身寄りのない高齢者への対応が議論

されている状況を踏まえ、地域での見守りの重要性の再認識と、地域で孤立している



 

方やその可能性のある方など、誰もが安心して暮らすことのできる体制づくりを進め

る必要があると考えています。 

今後、地域プラットフォームとも連携の上、見守りの重要性に関する意識を高め、

地域での見守り体制の構築に取り組むこととし、今年度は「意識醸成」を重点的に進

める方針としました。 
それでは、「道の取組について」及び「要援護者を地域で支える関係機関連携等の

状況について」資料１、２に基づき報告します。ご意見、ご質問等につきましては、

報告後に、一括してお受けしたいと思います。 

 

２ 道の取組報告〔資料 1〕 

（地域福祉課課長補佐） 

 地域福祉課の小薮と申します。よろしくお願いします。 

私からは、資料１に基づき、道の取組を説明いたします。 

これまでの道の取組について、孤独・孤立対策推進法の施行は、令和６年４月で、

道では、法の施行に先立ち、令和４年度、国のモデル事業を活用して、プラットフォ

ームを立ち上げるための準備や、実態把握等の取組を実施してきたところです。 

令和５年度につきましては、４年度の取組を踏まえ、10 月にプラットフォームを設

立し、第１回目の会議を開催しました。また、モデル事業の２年目として、広報・啓

発活動に取り組むとともに、各地域におけるプラットフォームのあり方について、検

討を行ったところです。 

資料の２ページ目をご覧ください。 

令和６年度の取組ですが、５年度の検討を踏まえ、地域版のプラットフォームを設

置しました。北海道は、広大な面積があり、住民同士の距離も広範囲に及びますこと

から地域づくり、つながりづくりを進めるためにも、全道一つのプラットフォームに

加えて、地域ごとに情報共有や、意見交換を行うプラットフォームを設置することが

有効ではないかということで、１４振興局に設置をしたところです。また、広報活動

として、ポスター等の広報ツールの作成や、コンビニエンスストアでの店内放送など

を実施しました。 

令和７年度につきましては、つながりサポーター養成講座への支援、こちらにつき

ましては、この後の道社協様の報告で詳しく説明いただくこととなっております。そ

の他、支援者向け動画の制作や、広報活動といたしまして、街頭大型ビジョンにおけ

る広報動画の放映や、道庁１階において特設展示、デジタルサイネージを実施したと

ころです。 

資料の３ページ目をご覧ください。 

「令和８年度における孤独・孤立対策の進め方について」です。１番、基本的な考

え方は、孤独・孤立対策推進法に掲げられました「社会のあらゆる分野において、対

策の推進を図る」という基本理念に基づき、本プラットフォームの会員の方々を中心

として、それぞれが、できる限り、幅広く普及啓発や周知に取り組むとともに、官民

連携の推進に努めるとしております。２番、具体的な取組について、まず、道の取組



 

として、先ほど局長からも説明がありましたが、地域での見守りの重要性を再認識し、

地域で孤立している方、その可能性のある方々が安心して暮らすことができる体制づ

くりを進めていくということを、重点的に取り組んでいきたいと考えております。こ

の後の資料２「要援護者を支える取組の状況報告」や本日、発表をいただく「取組事

例」などを参考としながら、地域のプラットフォームにおいてもそれぞれの地域にお

いて、見守り啓発について、意見交換等をしていただき、道全体として、情報共有・

意識醸成を図っていきたいと考えております。そのほか、理解促進・人材育成という

ことで、つながりサポーター養成講座の開催支援や、アウトリーチ型支援ということ

で、他都府県の取組の情報収集を行っていきたいと考えています。続きまして、道及

び市町村の取組といたしましては、庁内の理解促進、孤独・孤立対策の推進に係る体

制の整備を引き続き実施していきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。

最後に、道・市町村を含め、会員の皆様方、皆で共通して実施していきたいという取

組ですが、各種イベントや広報誌等、様々な媒体による広報、普及・啓発や、プラッ

トフォームへの参画に向けた働きかけ、それから会員間の情報共有ということで、地

域におけるプラットフォーム会議への参加を含め、特にそれぞれの地域事情に即した

見守り活動等について、各地域においても意見交換をいただくなど、積極的な参加を

お願いしたいと考えております。 

資料の４ページ目をご覧ください。先ほど、ご説明しました「令和８年度の取組」

について、特に道の取組を記載したものです。①の見守り啓発は、今年度、重点的に

取り組むこととして、先頭に記載していますが、プラットフォーム会議における情報

共有のほか事例集を作成し、皆様方に共有をさせていただくこととしております。そ

の他、②番から⑤番まで記載してございますが、３ページでご説明した内容と重複し

ますので、省略させていただきます。 

私からの報告は以上でございます。 

 

３ 要援護者を地域で支える関係機関連携等の状況について〔資料２〕 

 （地域福祉推進係） 

地域福祉課の高橋です。 

私からは、資料２に基づきまして、「要援護者を地域で支える関係機関連携等の状

況」について、説明をいたします。 

まず１番目、「要援護者台帳の作成状況」についてですが、「要援護者台帳」とは、

高齢者の方々や障がいのある方など、要援護者の方々の連絡先や福祉サービスの利用

状況などを把握し、台帳として整備しておくものです。 

直近の令和７年につきましては、「整備済」は令和６年同様、約 90％の 161 市町村と

なっています。 

続きまして、２番目です。「要援護者マップの作成状況」ですが、このマップは、

要援護者の住所や災害が発生したときの避難経路等が記されている地図で、概ね横ば

いの推移で、令和７年については、約 49％の 87 市町村で「整備済」となっています。

また、「マップはないが把握」を含めると、７割を超え、４分の３に達している状況

です。 



 

おめくりいただき、次のページです。３番目の「地域でのネットワークの構築状況」

です。市町村の皆様、民生委員の方々や、社協・老人クラブなど、ネットワークを構

築して見守り活動を行っているかという調査ですが、こちらにつきましては、令和７

年の「構築済」は約 74％、「実質的なネットワークあり」を含めると、100％となり

ます。 

続きまして、４番目、「行政と事業者による情報共有」です。市町村と電気・ガス

等のライフライン事業者とが情報を共有できる仕組みを整備しているかという調査

で、令和７年は「整備済」は、約 29％の 52 市町村にとどまっている状況です。 

続きまして、５番目です。 

こちらは、「市町村内の連携組織の設置状況」ですが、令和７年の「設置済」は約

30％、「実質的な連携」を含めると、90％となっているところです。 

３ページをご覧ください。「孤立死事案の把握状況」について、孤立死につきまし

ては、道においては、「死後１週間を超えて孤立した状態で発見された場合」と定義

をしており、令和７年の把握件数は、324 件で、平成 26 年と比較をして、約５倍とな

っています。 

「把握状況の内訳」についてですが、１番、発見された方の年齢は、65 歳以上の方

が６割以上を占めているところです。３番、発見者は、最初の気づきについては、近

隣住民の方々ですとか、市町村職員が多く、実際の発見については、警察・消防が多

くなっている状況です。その他の例を挙げますと、住居管理会社や、家主の方々、新

聞販売業者、知人、ケアマネージャーなど、多岐にわたっています。４番、発見まで

の日数については、８日以上 14 日以内に発見された事例が 73 件、15 日以上１ヶ月未

満が 99 件と、合わせて半数以上を占めています。５番、公的サービス利用の有無につ

いては、324 件のうち、209 件の方々が何らかの公的サービスを利用していたというこ

とで、内訳は生活保護が多くなっています。 

４ページをご覧ください。こちらは、振興局別の孤立死事案の把握状況で、ばらつ

きはあるものの、増加傾向にあることがみてとれます。 

以上のように、１番から５番については、近年、数値に大きな上昇は見られず、横

ばいが多い状況であること、また、孤立死事案は増加傾向で、振興局別にみると、人

口が集中しているという面もあると思いますが、バラつきも見られるところです。 

こういった調査結果も踏まえ、地域の状況を、それぞれの地域のプラットフォーム

でも共有し、地域における孤独・孤立や、孤立死を防ぐための体制づくりについて、

意見交換をいただくなど、見守り体制の構築に向けて、意識醸成に努めていただきた

いと思います。 

私からの報告は以上です。 

 

（福祉局長） 

 それでは、以上の報告事項に関し、幹事会員の皆様から、ご意見、ご質問をお受け

したいと思います。会場の方は挙手により、Web 参加の方はリアクションボタンの挙

手マークによりお知らせください。 

 それでは、次に、合同会社 Porto Parco 三﨑様 から「地域住民への居場所づくり」



 

について、ご報告をお願いします。 

 

 

４ 小樽に暮らすみんなの部室オタルブ〔資料３〕 

（合同会社 Porto Parco 三﨑氏） 

 はじめまして。合同会社 Porto Parco の代表社員をしております三﨑と申します。

よろしくお願いいたします。まずは、このようなプレゼンの機会をいただきまして誠

にありがとうございます。 

 私達は作業療法士ですが、資料の写真に写っている作業療法士３人と、障がいを持

った方お一人、この４人でこの合同会社というのを立ち上げました。小樽の孤独・孤

立を感じている人をゼロにするというのをミッションとして立ち上げたのですが、も

ともと私たち３人は、それぞれ別の職場の病院で働いていました。病院でのリハビリ

の中で、入院生活から社会復帰を目指してリハビリを行っていましたが、実際にご自

宅に帰ったあとに社会と繋がることが再びできているのかを確認してみますと、昔と

同じように、中々行動できていない、結局は、家に閉じこもったり、ひきこもったり、

街の中に出ていくことが少なくなったりですとか、社会と断絶したような生活をして

いる方々が少なくはない印象を持っていました。やはりコロナ禍で健常の方々も、孤

独・孤立の問題が起きていることが顕著に見られ、そのような社会課題に対し作業療

法を用いて、少しでも解決したい、私たちが町に出てそのような対策をできるような

場を作りたいと思い、この会社を立ち上げました。私は、この会社の専従で、他の２

人は、障害福祉の領域、訪問リハに従事しながらこの会社を手伝ってもらっている形

になります。場所は小樽市の花園商店街の中で、駅前に比べたら人通りは多くないで

すが、町の中心部にこのような場所を作りました。 

まず社名の由来ですが、ポルトは、イタリア語で港といいまして、パルコが公園に

なります。港のような場所、1 ヶ所にとどまるのではなく、色んな場所に行って欲し

いですし、そこでうまくいかなくても、港のようにまた戻ってきてもらい、次の出港

の準備をするような場所。公園ということで、自由に好きなことができるよう、みん

なでできるような場所、そのような場所を作りたいと思い社名をつけています。 

小樽に暮らすみんなの部室ということで、「エンパワメント系喫茶店」という名前

もつけております。写真でわかりにくいかもしれませんが（写真の画像を示し）、こ

のようなスペースで、座席数が 18 席ぐらいの場所で、喫茶店を経営しています。小樽

部（オタルブ）のコンセプトですが、小樽に暮らすみんなの部室ということで、部室

のように、わいわい、がやがやしながら、その人がやりたいことをする場所としてい

ます。「エンパワメント系喫茶店」とは、エンターメントと勘違されてしまうのです

が、こちら側が、こうあるべきだと答えを一方的に押し付けるのではなく、あくまで

も対等の立場で、お客さんが主体的に行動できるようになるような場所を目指してい

ます。地球人に楽しんでもらえる自家焙煎コーヒーショップと大きく言っていますが、

小樽は観光客の方が多く、そのような方々にも地元民と交流し、この後どうしようか、

どこを観光しようか、どこを巡ろうかという作戦会議をする場所としていただくこと

を目指しています。喫茶店の業態をとっていますが、我々がここで何かをする、して



 

あげる場所ではなく、ここに来てくださる方が主体的にやりたいこと、やってみたい

ことを実現する、それを僕らが背中を押してお手伝いをする中で、ゆるい繋がり、人

と人との繋がりや、人と作業の繋がりができるかもしれない場所を目指しています。 

また、お客さんが主体的に行動する、ゆるい繋がりを作るための仕掛けをいくつか

考えて店内をデザインしています。1 つはレンタルスペースです。１棚ショップとい

いまして、これを 1 棚、月 1,000 円で貸しています。部屋の中でクラフトや手芸をし

ている方が結構いまして、その方々が実際にご自分の作品を見てもらうことや、買っ

てもらう機会が中々なく、ネットショップはハードルが高い、どこかに出展すること

も怖いという方々が、気軽に自分の作品を手に取ってもらえる場所となっております。

今は棚が全部で 16 ぐらいありますが、今のところは全部埋まっています。オーナーさ

んは色々な方がいまして、精神障がいの方や知的障がいの方、事業所の方に利用して

もらっています。次にレンタルギャラリーですけれども、壁を１週間 500 円で貸し出

しをしています。資料の写真のとおり写真や絵などの個展を開催しています。色々な

方に展示して欲しいと思いできるだけ敷居を下げ 500 円の値段で行っていますが、今

まで色々な方々に利用してもらい、個展ができて良かった、個展を介して色々な方々

が見に来てくれ、繋がりや広がりがあったと、とても喜んでもらっています。  

イベントで店内の貸切りも可能です。資料の上にある写真は、ＮＰＯの法人で勉強

会を開催したものになります。（資料）下の方は、ご近所でバーを経営されている小

樽市の市議の方ですが、その方がお店の周年記念に開催されたイベントです。右側が

常連さんの 98 歳の誕生会を開催した写真になります。このように色々な用途で、お店

を使ってもらっています。 

座席ですが、左側がカウンターになっておりまして、そこにいつも私が立ってコー

ヒーを入れています。その前の方に座席があるのですが、この座席に、私と顔を合わ

せるような形で座る方が時々いるのですけれども、そこに 1 人で座るということは、

お話がしたいのかなと思い、そのようなときは、お声がけをしてお話を聞くこともあ

りますし、最初から話したくてそこに座る方もいますので、広い部屋の中でも、座る

場所によって、今は１人で本を読みたいとか、２人でおしゃべりを楽しみたいなど、

座席の位置でわかるようになっています。（写真の画像を示し）赤いソファーがあり

ますが、仕切りが全くないオープンな店なので、その空間の中で、1 人で本を読んで

ゆったりしたい、のんびり過ごしたい方は、簡易的に区切りをつけ、通称こもり部屋

と言っていますが、そこで本を読んだりしてもらっています。４人がけのテーブルが

１つ大きいものがありまして、ここでは色々な人たちが好きな作業をしてもらってい

ます。トイレは、ユニバーサル対応になっており、障がい者の方や車椅子の方にも対

応しています。また、簡易的なベッドがあり、そこでおむつ交換ができます。  

次は本になります。色々な本があると、手に取って、そのまま本を読んで、静かに

コーヒーを飲んで過ごす方もいますし、（人によって）無理にスタッフと話す必要も

なく本をよく利用されています。本はレンタル可能になりますので持って帰って、ま

た返却しに戻ってくる方もいます。さらに、話のネタにもなることから色々なものを

置いています。古いカメラやラジオ、赤いソファーは小樽に詳しい方は知っているか

と思いますが、近くに「コロンビア」という有名な老舗の喫茶店がありましたが、解



 

体されてしまい、そこのソファーを 1 ついただき置いてあります。コロンビアを知っ

ている方が見ると、「このソファー懐かしいね」と言ってくださいますし、他にも（足

踏み）ミシンの天板をとってテーブルにしましたが、ミシンも懐かしいと言って、動

かして遊んだりされます。その上に載っている器は小樽焼きです。小樽焼きじゃない

とコーヒーは飲まないと言う年配の方もいらっしゃるぐらい、小樽焼きも地元の方に

は非常になじみがあります。このような小道具で会話をつなげ、会話の材料にするこ

とを考えてやっています。お店の外にベンチを置いています。赤いベンチは、お客さ

んが作ってくれまして、色はお客さんと一緒に塗りました。ベンチがあると色々な人

たちが座って休んだり、近くに有名な団子屋さん「新倉屋」があり、団子を買って食

べたり思い思いの時間をここで過ごしています。年配の方など、元気がない方が見え

ますと、店から出てお声がけをしたり、スタッフが座って休んでいると、ご近所の方

々が声をかけてくれたり１つの社交の場になっています。資料にある写真の方は、毎

日ここを通る人ですが、その方が座ったときにスタッフが外に出て話を聞いていると

ころです。下の写真は、うちのお店を取材に来ていた小樽商科大学の学生さんで、ベ

ンチでスタッフがオタルブについて説明を行っているところになります。下の写真は、

私がベンチに座って休んでいたら、常連さんの小学生が隣に来て、一緒にホットサン

ド食べ、そこに通りかかったご近所のおばあちゃんが話しかけている場面です。右の

写真は花見になります。桜が植えてあるため、桜の季節になるとベンチでお花見をす

る人たちがいます。冬は屋根をつけ、かまくら風にし、色々な方々が写真を撮って遊

ぶ場所になっています。 

オタルブは、６月 30 日で２周年、現在３年目になりますが、その中で、ずっと大切

にしていることがあります。それは、孤独・孤立の問題を解決しようと思って立ち上

げた会社ではありますが、「孤独な人集まれ」みたいなことは全く考えてはいません。

色々な人たちが、色々な背景を持つ人たちが自由に使ってもらえる場所にしたいなと

今までずっとやってきています。その中で大事にしているのは、人と人、人と作業を、

無理につなげないことです。人と人の強い繋がりによって疲れてしまった人たちが結

構おり、そこから離れたい人たちも少なくはないので、そこを無理やりつなげてしま

うと同じようなことが起きてしまうので、私たちは人と人を無理につなげることはし

ていません。何でもしてあげない。あくまでも、主役は皆さん。お客さんと考えてい

ます。あそこに行けば何とかしてくれるという場所にはしたくありません。喫茶店で

すので、必要最低限のサービスは行いますが、障がいを持っているから、孤独だから、

何かしてあげるというスタンスではありません。自分たちの健康は、自分たちで作る

のが我々のスタンスです。そのためイベントでにぎわいを作りませんし、コミュニテ

ィも作りません。結局にぎわいをつくると、そこに入れない人たちがどうしても出て

きてしまいます。コミュニティを作らないということは、うちが中心になってコミュ

ニティを作らないということです。これも、オタルブというコミュニティを作ってし

まうと、そこに入れない人たちを作ってしまうため、そこは避けたいとの思いからに

ぎわいを作らないことにしています。利用する人たち同士のゆるい繋がりにより外で

コミュニティができたり、外でイベントすることは歓迎すべきことなのですけれども、

私たちがその中心ではないという意味で、居場所は作りません。「ポルトパルコ」の



 

社名のとおり、ここが唯一の居場所にしたくないと思っています。小樽の中に色々な

居場所があって、その時の状況や気分によって、合う合わないことがあると思います。

その中にオタルブが入ってくれてればいいと思っています。うちだけではなく、色々

なところに行って欲しいと思いますし、その時に僕らは笑顔で行ってらっしゃいと言

って送り出しますし、今日はここが良いなと思えば、おかえりと言って、また迎えま

す。常にオープンで、あずましく過ごせる場所を私たちは作っています。 

あと 100 円のジュースとブレンドコーヒーがあって、収入は喫茶店のみですけれど

も、正直 100 円と 500 円は中々厳しいですが、人と話しをしたくなったときに、100

円玉 1 つ持ってくれば誰かと話ができる。500 円玉１つ持ってきてくれれば、コーヒ

ー飲みながら誰かとお話ができる。その 100 円玉、500 円玉にこだわりがあって、経

営的に楽ではないですが、他のところで経営を工夫しています。 

最後に、スタッフのメンタルヘルスです。本当に色々な方がいます。精神科に通っ

ている人、障がいのある人、認知症の人、不登校の小学生もおり、本当に色々な方々

がいます。営業時間が朝の８時から 12 時、１時間休みをいただいて、13 時から 18 時

までです。１時間、お昼休憩を入れている理由は、カウンター前の席で８時から 18

時までずっと話をされる方がいて、僕らも辛くなってきてしまい、半分強制的な意味

で昼間１時間、外に出てお昼ご飯を食べる時間としています。お昼休憩の１時間があ

ったとしても、午前、午後に両方来る方もいますし、それは決して悪いことではない

ですが、ずっとネガティブな話を聞いていると、僕らも気持ち的に良くないといいま

すか、ネガティブなりがちになり引っ張られてしまう感じがでてきますので、そのよ

うなときはスタッフ間で話し相手を変え、状況を共有しながら、対応しています。 

連携機関としては、小樽福祉総合相談室たるサポさん、精神科病院、地域包括支援

センター、障がい福祉サービス事業所等があります。病院やセンターなど元々利用し

ている方々に、オタルブを紹介してもらったり、うちに来るお客さんの中で、就労相

談で、たるサポさんに連絡した事例はあります。 

課題としましては、冬場に来てもらうための移動が難しいと思っています。街中で

はありますが、駅から歩いて 10 分くらいかかってしまいますし、バスも運転手が減っ

ている中で、本数も減っていますので、冬場の移動が難しく、大変だと思っています。  

雇用、就労について、ありがたいことにうちで働きたいと言ってくれている方もい

らっしゃいますが、今まで仕事はできていないけれども、ここだったら働けると言っ

てくださる方はいます。今の経営状況だと、まだ人を雇う状況にはないことと、その

方達をどう就労に繋げるかを、課題と感じています。 

夜にすごく孤独感を感じる方が結構いらっしゃって、ある程度お金がある方でした

ら、飲み屋さんに行くと思いますが、そうじゃない方も多く、夜の孤独感を感じたと

きに、どうしたらいいのかと思っています。夜の経営も今の状況だと厳しく、今後に

ついて、考えていきたいなと思っています。 

最後に、意外と小樽は移住者の方が多く、親の墓じまいや介護で帰ってきたが結局、

１人になってしまい、友達もいないし寂しい方が来ていただいている。そのような方

々も多い印象があります。所得が少なくて、余暇の部分でお金が使えない、何もする

ことがない方も多い印象があります。結局、自分たちがやってきたのは地域での見守



 

り、孤独・孤立の予防の部分にはなるとは思いますが、そのような形で、今後も、色

々な関係機関と協力しながら進めていきたいと思っています。私からは以上となりま

す。ご清聴ありがとうございました。 

 

（福祉局長） 

 三﨑様、ありがとうございました。 

オタルブさんのインスタを拝見しますと、孤独・孤立の連携会議出席することを宣

伝もしていただいておりまして、ありがとうございます。 

それでは、ただいまのご報告に関しまして、ご意見やご質問があればお受けしたい

と思いますが、どなたかいらっしゃいますか。 

最初に、私からよろしいでしょうか。何でもかんでもしてあげない、あずましい場

所という報告がありました。こちらから押しつけないということだと思うんですけれ

ども、このお店に行きたい、この場所で過ごしたいとか、あるいはこの場所で何かを

したいという方が集まってこないと、できないのではないのかと思うのですが、何を

きっかけに集まってこられる方が多いのかを教えていただければと思います。 

 

（合同会社 Porto Parco 三﨑氏） 

ありがとうございます。 

病院に通院している方や、障がいを持っている方は施設からの紹介が多いです。一

般の方は、ＳＮＳを見て来ることが多いです。あとは知り合いからの口コミが多いと

思います。 

何かしたい人だけが行く場所だと思われるとすごく困るのですけれども、１人で静

かに本を読むこともいいですし、例えば、お店の中で４人５人の常連さんが集まって、

わいわいがやがやしている中で、１人だけそこに来て本を読んでいると、あそこに入

れない自分、ちょっと孤独だなと思う方もいるかもしれないです。そういうとき、も

う１人同じように本を読んでいる人や、スタッフがいると、１人で本を読んでいても

良いのだと、同じような人がそこにいるだけでも、孤独じゃないと感じてもらうこと

もあるのかと思います。そのような工夫はします。最初から何かやりたい人は中々い

ないので、そのような場合は何回か来てもらう中でお話をして、うちで何かやってみ

ませんか、みたないお話はしますけれども、無理には誘いませんし引っ張ろうとはし

ません。時間をかけ、その時その時でゆっくり過ごしてもらい、色々考えながら、時

々僕らと話をして過ごしてもらう中で、何かできればいいなと感じでいます。以上で

す。 

 

（福祉局長） 

ありがとうございました。何か他にご質問などございましたら、お受けいたします。

三﨑様ありがとうございました。それでは次の報告に移りたいと思います。 

苫小牧市社会福祉協議会の長井様から、かぎ預かり事業の実践と課題ということで

ご報告をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 



 

４ かぎ預かり事業の実践と課題〔資料４〕 

（苫小牧社会福祉協議会 長井氏） 

今回、説明をさせていただくことになりました、苫小牧社会福祉協議会地域福祉課

の長井と申します。鍵預かり事業の実践と課題ですが、短い時間での説明とはなって

しまいますけれども、どうぞよろしくお願いいたします。それでは早速、お話させて

いただきます。 

鍵預かり事業ですが、高齢者の方などが安心して地域で暮らすことができる見守り

活動を推進していくために、本人の意思による契約と地域における助け合い支え合い

づくり、緊急時の警察との連携、社会福祉法人などの地域貢献を組み合わせながら、

地域の福祉力向上と地域における孤立死の予防などを目的として始めました。 

対象者につきましては、75 歳以上の一人暮らしの世帯の方、身寄りがいない方や身

寄りが遠方で鍵を預けられない方、認知機能の低下や障がい等によってこの事業が必

要な方を主な対象としいています。先ほどもお話いたしましたが、強制的なものでは

ないので、必ずご本人様や家族の方の同意が必要となっています。  

申込みの流れについて、申込みのときに必要になってくるのが最後の方でもお話い

たしますが、事業協力員、こちらがどうしても必要になってきます。そういった中で、

ご本人様たちが納得した上での申込みとなります。 

事業開始となった背景ですが、現在、苫小牧市の高齢化率が大体（本年）6 月末日

現在で３割を超えて 31％となっています。当時（平成 29 年度）、高齢化率が 26％を

超え、75 歳以上の後期高齢者の方も 1 割以上となっており、孤立死などの対策が課題

となってきていました。その中で鍵預かり事業が始まる前に、民生委員さんやケアマ

ネージャーさん、町内会の各関係者から、家で亡くなってしばらく発見されなかった

が、鍵を預かってもらえたらもっと早く発見して救急搬送することができたのではな

いかなどの声もありました。他にも、苫小牧市にある市営住宅で実際に家の中で倒れ

られており、消防の方が到着したときに、どうしても窓ガラスを割って入らなければ

ならなく、窓ガラスを割って救急搬送しました。体調が良くなって退院した後に、そ

の方は低所得者だったことから、窓ガラスの修理費用を払えず、割れた部分に、ダン

ボールで抑えたり、場合によってはベニヤ板を張ったりですとか、そのような形で、

過ごした方もいらっしゃいました。また、民生委員さんやケアマネージャーさんに利

用者さんから鍵を預かって欲しいとの相談があったり、場合によっては鍵を預かって

いるケアマネージャーさんもいましたし、お断りしたケースなど様々な課題がありま

した。地域の絆づくりや見守りなどを基盤とした活動の中で、緊急時に家族や親族、

医療機関、警察、消防などの関係機関に迅速につなげていくことが重要だと考え、大

阪府の寝屋川市社会福祉協議会で行っていた事業を参考に、２つの町内会をモデルと

して、平成 29 年に開始しました。令和８年５月末日現在の数字ですが、累計の申請件

数が 121 件、利用終了者が 74 件、実際に現在利用されている方が 47 件となり、協力

施設が市内で 12 施設となっています。 

鍵の持ち出しの件数ですけれども、20 世帯、延べ 34 回になります。20 世帯なので、

1 つの世帯で複数回、鍵を持ち出しているケースもございます。主な事例としては、

利用者が外出先で鍵をなくしてしまい、利用者さんが急遽入院することとなってしま



 

い、ケアマネージャーさんが荷物を取りに行くなど、そのようなこともありますし、

場合によっては利用者さんが家の中で倒れて動けない状況となり救急搬送された方も

おります。また、残念ながら、自宅でヘルパーさんが訪問したときに様子がおかしい

とのことで、ケアマネージャーさんと警察の方にもご協力いただきまして、鍵を開け

て入ったところ自宅で亡くなっていたケースなど様々あります。この鍵預かり事業を

行う中で、残念ながらお亡くなりになった方もおりますけれども、早期対応の意識づ

けには繋がっているのではないかと感じております。 

この鍵預かり事業が地域にもたらしている効果としては、他のサービス、介護保険

サービスであったり、うちの社会福祉協議会で行っている配食サービス、安否確認で

使っている愛の一声運動など、そのようなサービスと併用して利用されている方もお

り、そのような連携を組むことで、安否確認の強化に繋がっています。また、地域住

民が見守りの担い手となる仕組みづくりや、日常での支え合いなど、互助の推進にも

繋がっています。さらに、ケアマネージャーさんや、各サービス機関、町内会、民生

委員さんなどが、緊急時の判断をしたときに鍵を開けるのか、窓を割って入らないと

いけない精神的負担が出てきたときに、鍵の預かり事業を利用することによって窓ガ

ラスを壊さずに済みますし、チェーンロックをかけている場合はチェーンを切ること

がありますけれども、そのような負担の軽減に繋がっております。 

事業の課題と今後の展開については、現在、苫小牧市ではセコムと連携して緊急通

報システムの事業を行っております。この緊急通報システムを利用するに当たり、制

限がありまして、場合によっては、緊急通報システムを利用できない方がおります。  

そのような方に関し、この鍵預かり事業を利用することで、安否確認を踏まえ総合

的で補完的な役割をこの事業は担っております。 

また、課題として挙げられている部分としては、身寄りのない人の利用希望者の相

談対応と支援機関との連携です。事業が始まった当初、事業協力員、民生委員さんが

かなり多かったのですが、町内会であったり民生委員さんのなり手の確保が難しいと

ころで、こういった事業協力員の確保は難しくなってきている状況です。また、休日

や祝日の緊急時の対応ができないことがあります。こちらにつきましても何かあった

とき、サービス機関や私たちも対応することもありますが、場合によっては鍵を預か

ってもらえる施設の方が対応できないところもありますから、そのような課題があり

ます。 

最後になりますけれども、今後の展開としては、このような課題を整理しながら、

よりよい地域のニーズに対応ができるように努めていきたいことと、鍵預かりの施設

も、市内７包括圏域に１個置くような目標は立てていますが、まだできてないところ

もあるので、そのようなところも含めて、今後進めていきたいと思っています。 

これで説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。 

 

（福祉局長） 

 長井様、誠にありがとうございました。大変参考になることが多かったと思います

が、ただいまのご説明に関しまして、ご感想やご質問ある方がおりましたら挙手をお

願いいたします。よろしいでしょうか。それでは長井様、大変ありがとうございまし



 

た。 

それでは次に、社会福祉法人北海道社会福祉協議会の野田様から、孤独・孤立対策

の推進に関する取り組みについてということでご報告をいただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

４ 孤独・孤立対策の推進に関する取組について〔資料５〕 

（社会福祉法人北海道社会福祉協議会 野田氏） 

北海道社会福祉協議会 地域福祉部長の野田でございます。 

私からは、令和 8 年度孤独・孤立対策の推進に関する取組について、説明をさせて

いただきます。 

まず、資料 1 ページをご覧ください。 

1 の、北海道社会福祉協議会第１次中期活動推進計画についてですけれども、本会

では、本年の 4 月に令和 8 年度から 12 年度までの 5 ヵ年を計画期間といたしまして、 

道社協第１次中期活動推進計画を策定したところでございます。 

本計画では、複雑化・複合化する地域生活課題の対応強化を重点分野の一つに掲げ

ておりまして、これに基づく事業としまして、孤独・孤立対策を優先的に取組むこと

としております。下段に計画の抜粋を掲載させていただきました。 

4－3、孤独・孤立対策の推進についてですけれども、つながりサポーター養成の全

道域の展開とし目標値に関しましては、つながりサポーター数、令和 12 年度までに累

計で 12,000 名を目標として取組むこととしています。 

次に、２の令和 8 年度の具体的な取組みについてですけれども、１点目は、孤独・

孤立を防ぐための情報発信・普及啓発としまして、①ほっかいどう孤独・孤立支援ポ

ータルサイトの運営により、相談窓口や支援機構などの関連を一元的に集約しまして、

情報発信することとしています。また、令和 8 年度、全道市町村社会福祉協議会にお

いて、会長、常務理事、事務局長を参集範囲とし、研究協議会では孤独孤立対策の推

進について、説明をしています。 

2 点目でございますが、孤独・孤立に対応する人材の養成としまして、社会全体で

孤独・孤立に対応する機運の醸成と担い手の養成のため道内各地でつながりサポータ

ー養成講座を開催することとしまして、①道社協地区事務所単位、実際には振興局単

位で 14 カ所になりますけれども、地区事業として地域支え合い活動セミナーを実施す

ることとしております。講義は初回地区の開催時に録画をしまして、以降の地区では

動画を活用し、実施することとしています。 

なお、実践報告につきましては、地域ごとに調整し地域内の支援活動について会場

にて報告していただくこととしています。 

②の道内市町村社協単位での実施につきましては、つながりサポーター養成講座の

開催地を募集しまして、実施する市町村社協を選定しました。道社協において、講師

の選定、依頼及び開催経費を負担し開催を支援することとしています。 

続きまして、2 ページをご覧ください。 

ただいま申し上げました、つながりサポーター養成講座の内容を具体的に記載しま

した資料となります。 



 

改めて目的につきまして説明申し上げますと、大きく 3 つございます。 

１つ目は、日常生活の孤独・孤立サイン、気づき、適切な声かけや、見守りなどに

必要な支援につなげることができるつながりサポーターを養成すること。 

２つ目は、孤独・孤立に関する基本的な理解を深めまして、地域住民や、福祉関係

者の意識を高めることで安心して暮らせる地域づくりを推進すること。 

３つ目は、つながりサポーターの取り組みを全道域で展開するため、地区単位での

福祉関係者等への普及を図りまして、市町村域における身近な地域福祉活動の推進に

つなげることを主な目的としております。 

参加者につきましては、幅広い対象とし、市町村社会福祉協議会役職員、行政職員、

民生委員児童委員、町内会の関係者、地域包括支援センターの職員、社会福祉施設の

関係者、ＮＰＯ関係者、ボランティア実践者等を対象としています。 

資料真ん中の内容等につきましては、地区事務所単位での実施ですけれども、まだ

予定ではあるのですが、まずは、プログラムとしまして、大きく 3 つございます。 

1 つ目は、行政説明になりまして各振興局の社会福祉課の職員の方からご説明をし

ていただくこととしています。 

2 つ目は、孤独・孤立に精通し先駆的に取り組んでいる団体や有識者等に外部から

講師として来ていただき、講義をしていただくことを想定しています。 

3 つ目は、実践報告にて概ね 2 団体程度で考えておりますけれども、実践の報告を

していただくことを想定しています。 

次に、市町村社協単位での実施になりますけれども、こちらも有識者等の方を講師

に招き、講義をしていただくことを想定しています。なお、こちらの方も必要に応じ

て、実践や報告を行いたいと考えています。その他、講座を受講していただいた方に

は受講証を発行したいと考えています。 

次に、３ページをご覧ください。 

つながりサポーター養成者の状況となっております。 

昨年度から新規事業として取り組んでいる事業ですけれども、地区事務所単位での

実施に関しまして、令和 7 年度から 3 年間で 1 回以上を実施することを目標として取

り組んでおりますけれども、7 年度の実績に関しましては、10 ヶ所 847 名を養成して

います。8 年度につきましては、現時点では 7 ヶ所を計画しています。市町村単位で

の実施状況について、7 年度の実績は、5 市町 185 名で推移しています。一番下の方に

なりますけれど、こちらは 8 年度の予定になります。現時点では、9 市町で実施する

予定となっていますが、その後、まだ増える可能性はございます。 

次のページをご覧ください。 

3 の関係機関との連携についてですけれども、まず 1 つ目は、先ほど触れました地

区事務所単位で開催する講座におきまして、振興局の職員から行政説明を実施しても

らうことや、孤独・孤立対策の効果的な推進に向けて、各振興局が開催します地域プ

ラットフォーム会議とつながりサポーターの養成講座を一部の地域で同日に実施する

こととしておりまして、効率的にできるよう行っていきます。 

8 年度の年間のスケジュールとしまして、参考までに掲載させていただきました。 

後程ご覧いただければと思います。 



 

最後になりますが、5 の今後の展開についてですけれども、現時点の部分におきま

しては、より実効性のある、孤独・孤立対策活動の推進に向けたニーズ把握や調査の

実施が必要であることや情報発信・普及啓発の充実、連携機関の拡充、新たな事業の

検討、例えば今やっているような養成講座をワンランクアップした講座の開設が、今

後、想定されていくのかなと考えています。 

最後にアウトリーチの強化、これについても検討していきたいと考えております。 

以上で私からの説明とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

（福祉局長） 

ありがとうございました。 

 

４ 認知症サポーター養成講座について〔資料６〕 

（保健福祉部福祉局高齢者保健福祉課） 

道庁・高齢者保健福祉課の石岡と申します。 

はじめに、皆様におかれましては、日頃から高齢者保健福祉行政へのご理解とご協

力をいただいておりますことについて、この場をお借りし深く感謝申し上げます。 

私からは、「認知症サポーターの取組」をご紹介するにあたりまして、はじめに資

料に記載されていないことですけれども、認知症施策の歴史を振り返りますと、侮蔑

的な表現かもしれませんが、痴呆と言われた時代があり、認知症に呼称が変更された

のは、平成 16 年 12 月のことで、わずか 20 数年前となり、最近のことと言っても過言

ではないと思います。それからちょうど 20 年、社会は劇的に変わり、令和 6 年 1 月、

認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らせる社会の実現を目指すため、共生

社会の実現を推進するための認知症基本法が施行されたところです。 

同年には、認知症基本法に基づく認知症施策推進基本計画を取りまとめ、認知症に

なったら何もできなくなるのではなく、認知症になってからも一人ひとりができるこ

とや、やりたいことがあって、住み慣れた地域で仲間とつながりながら、希望を持っ

て自分らしく暮らし続けることができる、新しい認知症観が示されているところです。 

ここから、資料１ページ目に入り、認知症サポーターですが、認知症は、誰にも起

こり得る脳の病気に起因するもので、認知症サポーターとは、認知症に関する正しい

知識と、認知症の人への理解を持ち、地域や職域で認知症の人やそのご家族に対して､

できる範囲で見守り､手助けをする方のことで､特別なことをする方ではないというこ

とです。 

近所づきあい、友人づきあいの中で気になることがあればさりげなく気にかける、

認知症の人やその家族が困っていることがあれば、親身に話を聞いたり、相談に乗る

ことも役割の一つとされています。 

また、日常生活に身近な、金融機関、スーパーマーケットや商店、交通機関など、

認知症の人と接する機会がある企業では、従業員がサポーターとなり、認知症の人の

特性を理解して、業務に活かす取組も進められているところです。 

認知症サポーター養成講座を受講することで、認知症サポーターになることができ、

講座の修了者には、サポーターの証として、オレンジリング又はサポーターカードの



 

グッズが配布されているところです。 

道内の認知症サポーター数は、令和８年３月末時点で約 64 万人、道内の人口からみ

ると１割以上の方がサポーターになっていただいていると、毎年３万人のペースで増

えているということで、来年には 67 万人に到達するのではないかなと思っているとこ

ろです。 

２ページ目入りまして、認知症サポーター養成講座の開催ですが、１ページでも説

明したので、繰り返しになってしまいますけれども、認知症サポーターになるために

は、認知症サポーター養成講座を受講しますが、その講座では、認知症はどのような

状態か、症状の特徴や原因となる病気についてなどの基礎知識のほか、認知症の人と

接するときの心がけなどを学びます。認知症の人と接するときや、自分や家族が認知

症になったときのため、また、企業では、64 歳以下で発症する若年性認知症もありま

すことから、職場の同僚が認知症になった場合、どうすれば職場で働き続けられるの

かといった視点で開催・受講されることもあります。正しい知識を学ぶことで、「も

しかしたら認知症かもしれない」といった病院受診のきっかけになることもあります。  

認知症の多くは根本治療が難しい病気ではありますが、早期に発見することで、薬

などで進行を遅らせることもできます。 

養成講座ですが、市町村などの自治体が事務局となっており、キャラバン・メイト

と呼ばれる専門の講師が企画をします。幅広く住民向けに開催されることもございま

すが、多くは、町内会や老人クラブ、金融機関、会社、学校などからの開催依頼を受

けまして、個別に開催されることが多く、講座の時間は、通常は 90 分となっています。

ただ、学校の授業で開催されるということもあり、その場合は１コマに合わせて 45～

50 分での開催されることも認められています。 

開催にご興味がある場合、まずは事業所の所在する市町村又は北海道へお問合せを

いただければと思います。市町村の事務局で、講座を開催できるキャラバン・メイト

を手配するなど、必要な手続きを行ってまいります。 

以上、簡単ではありましたが、本日のテーマである「見守り」について、認知症施策

の観点からご紹介させていただきました。 

 

 

５ 意見交換 

（福祉局長） 

 最初に、昨年度開催しました会議において、ご意見のありました内容について、こ

の場をお借りし、回答いたします。 

 

（地域福祉課課長補佐） 

 昨年度に開催した会議において、北海道総合研究調査会から生活保護を受給されて

いる方の孤独死の数字が大きく、公的サービスとのつながりを意識していただきたい

とのご意見がありました。 

生活保護を受給されている方々は、他法・他施策を優先するという原則から、公的

サービスを利用しているケースが多く、孤立死についても、把握可能な件数が多いこ



 

とが背景にあると考えられます。 

また、生活保護を受給されている方々への支援として、適切な基準設定に基づく訪

問調査活動や、不在が続く場合には、民生委員、役場職員、親族等からも生活状況等

の聴取を行っております。こうした支援も、孤立を防ぐことのひとつであるとともに、

頂いたご意見のとおり、今後も、市町村をはじめ、地域の様々な関係機関と連携・情

報共有を行うことにより、孤独・孤立の防止や、不幸にもお１人で亡くなられた方の

早期発見につながる体制整備を行うことが重要と考えます。 

今後、地域プラットフォームとも連携し、地域での見守り体制の構築に取り組むこ

ととしており、孤立死の防止や、早期発見の取組が、それぞれの地域における見守り

体制構築にもつながっていくと考えております。 

引き続き、皆様方のお力添えをよろしくお願いします。 

 

（福祉局長） 

北海道総合研究調査会 切通様いかがでしょうか。 

 

（北海道総合研究調査会 切通氏） 

 北海道総合研究調査会の切通と申します。真摯にご対応いただきありがとうござい

ます。生活保護制度自体が他法・他施策で機能しているからこそ、孤独死事案を把握

しているところであるのかなと思います。前回、申し上げた趣旨としましては、生活

保護の支援者（ケースワーカー）の負担も大きいと思いますので、そうした中で孤立

死事案が割合として占めているところで、決して責めている訳ではなく、大変なケー

スを抱えている中でのこういった事情があることを皆様と共有したいということが第

一にありました。改めて、生活保護行政でもかなり厳しいフェーズに立っていること

をご理解していただければと思います。そういった趣旨で申しあげました。 

もう１点、孤独死・孤立を防ぐには連携という言葉が聞かれます。連携という言葉

は曖昧ではありますが、非常に重要であると考えます。 

私たちは生活困窮者自立支援制度の調査をすることが多く、昨年度の生活困窮者自

立支援制度の支援員への調査、タイムスタディ調査といって５日間、個別訪問・電話

対応・記録等に何分かかるかなどの調査をさせていただきました。こういった調査を

重ね併せていくと、よく連携している機関、例えばプランを作る時にたくさんの関係

機関と連携をしているところは、従事時間が長いという結果が出ています。先ほどの

生活保護と重なる部分になりますが、孤独死を防ぐためには関係機関との連携が重要

である一方で、支援者には負担が大きくなることを課せられているような状況でもあ

ることを共有させてもらいたいと思います。 

最後に資料２の最後のページで各振興局ごとの孤立死事案の把握状況がありまし

て、ご説明では人口規模にもよるけれどもバラつきが多いと話があったと思います。

留萌を見ますとずっと０なのは、たまたまなのか、なにか取組があってのことなのか

統計上のことなのか、もし０にヒントがあるとするのなら北海道に広げられる可能性

があると思いました。 

 



 

（地域福祉課長） 

 ありがとうございました。地域福祉課の鹿野でございます。 

 日頃から皆様大変お世話になっております。最後にありました、地域の把握状況の

バラつきについては課題と考えておりまして、バラつきがあることの確認や背景を探

りつつ、地域でどのように対応していくべきか、今年度はそのような視点を持ちなが

ら進めていきたいと考えております。 

 

（福祉局長） 

 ありがとうございました。支援する側に負荷がかかりすぎないというお話をいただ

きました。行政もそうですが、報告のありました各種サポーターのような取組の場合

は意識をしなければならないと思った次第です。 

 それでは、幹事会員の皆様から情報提供があればお聞かせ願います。 

 指名で大変恐縮ですけども、「北海道ひきこもり成年相談センター 樋口様」会議

の感想など一言いただけたらと思います。よろしくお願いします。 

 

（北海道ひきこもり成年相談センター 樋口氏） 

 会議の感想になりますが、このような会議があることで私たちも知らない新しい情

報を知ることができまして、うちの相談員にも共有していきたいです。 

ひきこもりに携わっていると、社会と人と繋がりたいがどうしていいかわからない

方もいる中で、小樽市さんの取組のような場所があることを知るきっかけになりまし

た。カギの見守りサービス苫小牧市の取組で感じたのが、実際にご本人から申請する

ことは少ないでしょうし、周りの支援者やご家族からの申請が多いと思うが、ひきこ

もりでもよくありますが、ご本人は希望はされていないが、家族等から申請する際に

どんな風に説得しているのかなど、そのあたりの取組は孤独・孤立に係るような対象

者への関わり方のヒントがあるのではないかなと聞いておりました。以上です。 

 

（福祉局長） 

 ありがとうございます。 

 次に「公益財団法人北海道民生委員児童委員連盟の馬川様」よろしくお願いします。 

 

（公益財団法人北海道民生委員児童委員連盟 馬川氏） 

 わたし自身は、民生委員ではなく支援する立場から感想をお話します。 

カギの預かり苫小牧市さんの事例発表がありました、統計的なデータはないが、各

地域に行って民生委員のお話を聞きますと、民生委員にカギを預かってくれないかと

要望されることが実際にあり、お断りをしていたこともありました。こういったサー

ビスがあることは非常にいいことであると認識しております。加えて、わたくしども

の団体で住民支え合いマップ、住民同士の支え合いを地図に落としていくものがある

のですが、そこで調べていっても住民同士でカギを預けている事例はあります。ただ

この事例について懸念があるのが、私人同士のカギの預かりなのでトラブルがあった

ら双方の関係は破綻してしまうことがあります。それを防止する意味でも、カギの預



 

かり事業は貴重な事業で全道に広がってほしいと思っております。ただ、課題のとこ

ろでもご説明がありましたけれど、民生委員も同じなのですが、担い手従事者となる

方々が先細りしています。民生委員は３年に１回改選があるのですが、つい最近です

と、令和７年 12 月に、札幌を除いて約１万人定員があるのですが、欠員の割合が８％

を超えてしまっている状況です。比較としては、平成 16 年の実績が１番これまでの経

過でよかったと思いますが 0.3％しか欠員がなかった時があり、つまり担い手が先細

りしている現状。そうしたときに地域の人的資源、担い手、そういった方々の負担感

が少なく効果的に活動できるスキームがとても重要になってくると思いますし、そう

いう意味でプラットフォーム会議は、具体的に議論できる場と認識しておりますので、

今後もこのような会議を積み重ねていきながら、北海道らしい見守り体制のあり方な

どを具体的に実現していけたら良いのかなと感じました。 

 

（福祉局長） 

ありがとうございました。 

民生委員の担い手の関係つきましては、道民児連様とご相談していきながら、次の

改選に向けて取り組んでいきたいと思っております。 

ケアマネさんがシャドウワークといって本来業務外のことを頼まれていることもあ

りますので、関わる方の過度な負担にならない取り組み方を話し合っていければと思

っています。 

先ほど、カギの預かり事業にて、同意の取り方などご質問ありましたので苫小牧市

社会福祉協議会様の長井様、ご回答いただけますでしょうか。 

 

（苫小牧市社会福祉協議会 長井氏） 

 ご家族や関係機関の方からの相談が多く、本人が１人でいることに不安を感じるこ

とが増えてきています。馬川様からお話ありましたが、近所のお付き合いが多い場合

は、この事業は必要なかったのかとも思うのですが、近所の付き合いが希薄になって

いることからご本人が不安を抱え相談機関に相談されて、申請される流れが多いので

本人も納得している。それでも本人が拒否するのであれば、再度、ご家族での検討を

促しています。 

 

 （福祉局長） 

 ありがとうございました。全体を通してなにかありますか。 

 

（北海道ねっとわーく 佐渡氏） 

 ご家族がいない、繋がりがない方が孤立死となるかもしれませんが、病院以外で亡

くなられた場合は、例えば、ご家族がいないと後見人がいたとしても、死後事務がで

きないなど、知らない事が多いと感じ、その中でカギの見守りサービスも勉強になる

なと思いました。当団体として、生活困窮者支援の支援者支援の調査をしている中で、

社会資源がないことに、支援者は困っている中で、苫小牧市社会福祉協議会の見守り

サービスが全道に広がっていけばいいなと思いました。今後の官民連携対策プラット



 

フォームの取組、連携として、例えば、つながりサポーターや認知症サポーターの講

座の時に、このような取組があれば、共有し、相互に繋がっていくような具体的な連

携をしていただけるようなプラットフォームになると良いと感じました。その中で１

つ、気になったのが無料でやられていると思うのですが、どのような仕組みで取組を

されているのか、ボランティアなど、どのような体制で行っているのかを教えていた

だきたいと思います。 

 

 （苫小牧市社会福祉協議会 長井氏） 

 協力員に関しての費用はかかっていません。 

例えばケアマネであったり、場合によってはサービス事業者や地域包括支援センタ

ーなど、介護保険のサービスをされているところが多いと思います。担当のケアマネ

さんが市内にいない場合は事業所の職員に協力してもらうこともありますし、当職員

も一緒に行くこともあります。 

 過去には、民生委員もあったのですが、欠員であることや現職の方もおり協力員に

はなっていただいているが、現状は一緒にはできていません。実状としては、地域包

括支援センターやケアマネに協力をいただいています。 

 

（福祉局長） 

ありがとうございました。 

他になければ意見交換は終了としますがよろしいでしょうか。 

 意見交換の中でもありましたが、当プラットフォーム会議も少し具体的な連携の取

組を話し合える場となればいいとお話をいただきましたので、今後、地域のプラット

フォーム会議において、話し合える場を設けていただきたいと思っております。 

 

６ 閉会 

（司会） 

 本日はお忙しい中、ご出席いただきましてありがとうございました。 

 以上をもちまして、令和８年度ほっかいどう孤独・孤立対策官民連携プラットフォ

ーム会議を終了いたします。ありがとうございました。 


